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実証概要とサプライチェーン図

愛知県知多市における低炭素水素モデルタウン実証事業

（愛知県知多市、実施代表者：愛知県庁）

概要

知多水素STを拠点に低炭素水素を製造し、FCVやFCバスなどへのモビリティ分野へ水素を供給するとともに、
水素貯蔵モジュールに充填し、需要や利用先に合わせて貯蔵容器や効率的な配送方法を選択し、街利用に

おける最適なユースケースを検証する。

街中での水素利用においては、給湯器、ボイラー、燃料電池など従来から使われてきた機器に加え、FC建機や
火葬炉などへも水素を供給する。

事業場所 愛知県知多市 事業期間 令和7年度～令和11年度（予定）

（愛知県庁報道発表資料より作成）
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